
昭和29年に北海道電力株式
会社に入社。名寄支店を振り
出しに、平成８年に退職する
までの42年間、勤務生活の大

半を配電の保守作業に携わりました。
その間、51基もの送電線鉄塔が倒壊する雪害事故や、
昭和30年に名寄地方を襲った大洪水などを経験。不眠不
休で復旧作業に当たるなど、暮らしに欠かせない電気を
守り続けました。
今回の受章にあたっては、「地域の皆さんの支えのおか
げです。心から感謝しています」とのことでした。

瑞宝単光章

(電気施設保全業務功労)

髙橋孝浩さん

平成２０年度 秋の叙勲 晴れの叙勲おめでとうございます

１１/１４
お手柄！火災を最小限に防いだ２人に感謝状

住者宅を訪れていた介護ヘルパーが
火災を発見。付近で水道工事を行っ

ていた作業員の方に知らせ、連係して初期
消火、居住者の誘導を行い、物的被害を最
小限に、併せて人的被害も防ぎました。
２人の功績に上川北部消防事務組合表彰
条例に基づき感謝状が贈呈されました。
「特別なことをしたと思ってない、当然の
ことをした。被害が大きくならなくてよか
った」と感想を述べていました。

居

１１/２０
レジ袋有料化が始まりました

ジ袋の有料化が市内４店（西條名寄
店、ラルズマート名寄店、マックス

バリュ名寄、ポスフール名寄店）で、開店
とともに始まりました。当日は開店時にマ
イバッグを各店先着１００名様に無料配布
され、早いところは開店とともに全てなく
なるなど、関心の高さがうかがえました。
また、レジでもマイバッグを持参する人
が多く見られました。
市や消費者協会では、今後マイバッグの
持参率８０％以上を目指します。
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